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１．法人の現況 

 1-1 平成29年度総括 

    平成 29年度を一言で総括すると準備の年であったと言えます。平成 30年度新たに

スタートする 2つの事業があります。ひとつ目は障害福祉事業部が計画を進めており

ました第 2生活介護事業所として「生活介護事業所とも」（平成 30年 4月1日開所）

を整備いたしました。既設の「生活介護事業所きら」は、新規をお受けできない状況や、

年々身体機能が低下しているご利用者に対し現存の設備での対応が難しくなったこと

に伴い、身体に障害をお持ちのご利用者も利用できる施設として計画を行いました。障

害福祉事業部においては初の特浴設置など、より身体介護がし易い環境及びご利用者

が過ごし易い雰囲気を整えた施設となるよう準備しました。 

   ふたつ目の新たな事業は総合相談センターです。地域包括支援センターの既存19圏

域の区割りの見直しが実施され、新たに11の圏域に設置することに伴い運営事業者の

公募がありました。当法人としてサンクスレルヒの森があります金谷地区において応

募し運営事業者となりました。応募に際しポイントとして、①みんなでいきるは福祉分

野の垣根を越えた活動をしていること。②地域や家庭で起きる問題は、高齢・障害・児

童などの複合的な事象が重なり合っていること。③当法人は法人内における資源を活

用し、制度を横断した相談体制を構築することです。既に実施している「高齢ケアマネ

事業所」「障害相談事業所」「安心コールセンター」の機能を包括した組織として「みん

なでいきる相談センター」（平成30年4月1日開設）の立上準備を実施し、総合的な相

談窓口として開設をいたします。 

   障害者芸術文化事業（アール・ブリュット事業）ですが今年度は東海・北陸ブロック

を支援する事業に着手しました。広域な地域を支援する必要があり少ない人員での手

さぐりな状況でしたが、一定の成果を生み出せました。また、パフォーマンスオーディ

ションの開催や学生との協働した展示会など新たな側面を見出した年にもなりました。 

一方、人不足に悩まされた一年でもありサンクスレルヒの森や障害福祉部のショー

トステイにおいて人員が揃わないことに伴い、ご利用者の受入れの一部制限をかけて

おりました時期があり、収入については当初の見込みを下回る結果となりました。29年

度末には最低限の体制が確保できたことに伴い、利用頂ける環境が整っております。 

次年度以降においては、法人の最大の資産である人材対策とし、研修形態を明確化し、

計画に沿った人材育成を推進し離職防止、職員個々のキャリアアップを図り、いきがい

を持って働ける職場を創造してまいります。 

 

以 上 
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２．平成29年度事業方針の取組について 

2-1 「部門別予算」の達成 

                                                （単位：千円） 

拠点名 
事業収入 

達成率 
事業損益 

達成率 
当初予算 決算額 当初予算 決算額 

サンクス米山 546,822 542,656 99.2％ 47,707 27,969 58.6％ 

サンクス柿崎 212,662 202,326 95.1％ 137 △10,021 —   

サンクスレルヒの森 475,563 472,094 99.2％ 40,142 49,929 124.3％ 

りとるらいふ 223,026 229,147 102.7％ 17,130 29,629 172.9％ 

若竹寮 195,294 191,047 97.8％ 4,074 10,782 264.6％ 

 

2-2 事務部門業務の集約化と他部門への業務移行着手 

各拠点の事務部門を下記の通り見直し集約配置した。 

対策：現場兼務を実施（入浴・食事介助等）・一部業務を本部にて集約した 

拠点名 H29.3末 H30.3末 摘  要 

サンクス米山 2人 1.5人 1名現場兼務 

サンクス柿崎 1人 1人  

サンクスレルヒの森 1人 1人  

りとるらいふ 1人 0.5人 1名現場兼務 一部業務本部集約 

若竹寮 0人 0人 業務本部集約 

 

2-3 児童福祉事業（若竹寮）の指定管理者運営開始 

児童養護施設若竹寮について、平成28年度1年間の共同養育（引継ぎ期間）を経て、

平成29年4月1日より指定管理者として運営開始した。 

配属職員については、下記体制でスタートし年度途中に障害児対応を目的とした障害

部よりの職員異動も実施した。 

 職 種 H29.4.1 H30.3.31 摘 要 

管理者 2人  2人  事業部長、施設長 

養育職員※ 28人  29人  異動1名(障害部)、退職△1人、採用1人、育休1人 

調理員 4人  4人   

その他 2人  2人  栄養士、施設管理人 

計 36人  37人   

  ※ 指定管理要綱上配置必要数２４人 
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○ 入所児童割合【H29年度末時点】 

 ①中・高校生（70.7％） ②小学生（24.3％） ③未就学児（4.8％） 

○ 退寮状況    ①進学1人(大学) ②就職3人 ③家庭復帰5人 

 

2-4 障害者芸術活動の推進 

(1) 「アール・ブリュット展in上越３」の開催 

  ■ 全体趣旨  過去２回の開催においては、日本を代表する作品を集めた展示会

を実施したが、今回は新たな企画にチャレンジした 

          ① 展示作業や作品説明は、作家本人や家族・施設職員に参加して

もらい一緒に展示会を作る 

          ② 地域で受け継がれる町家や盲目の女旅芸人「瞽女」の文化を取

り入れた企画 

          ③ 作品展示の他に、障害者も健常者も楽しめる関連イベントも

実施 

  ■ 開催期間  平成29年11月18日～平成29年11月23日（開催期間6日間） 

  ■ 開催場所  町家交流館高田小町・旧今井染物屋・瞽女ミュージアム高田 

          あすとぴあ高田 

  ■ 作家数   県内作家34名  県外作家5名 

  ■ 来場者数  1,553名  

  ■ 関連事業  参加型展覧会ワークショップ開催   5日開催 

          バリアフリー活弁士による映画上映（高田世界館） 

          瞽女唄と踊りの演者によるパフォーマンス 

          全盲シンガーソングライターによるコンサート（佐藤ひらりさん） 

           

 (2) 厚生労働省「障害者芸術活動活動普及支援事業」の受託及び運営 

  ① 東海・北陸ブロック障害者芸術文化活動広域支援センターの立ち上げ 

 愛知、静岡、三重、岐阜、富山、石川、福井、新潟県の東海・北陸ブロック

内における普及支援事業 

  ② 主な活動内容 

    ○人材育成研修事業（1回開催） 

    ○権利関係研修事業（1回開催） 

    ○発掘発信事業 

       ■ アール・ブリュット展in上越３ 

       ■ アール・ブリュット＠高岡        
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     ○公開オーディションの開催 

       「パフォーマー公開オーディション あしたの星☆」（H29.12.23） 

        NPO法人アート・キャンプ新潟との共催事業 

     ○協働企画での展示会開催 

      ① 新潟青陵大学・新潟青陵大学短期大学部新校舎竣工記念イベント 

       （H29.7.9～H29.7.16） 

       □ ワークショップ（キャプションを学生自身が作るなど） 

       □ 作品展示作業の協働 

         学生の他、会社員や看護師、主婦なども参加 

      ② アールブリュットin小千谷（小千谷市） 

      ③「灯の祭典inせきかわ」におけるアール・ブリュット展（関川村） 

      ④ 小さなアール・ブリュット展in上越警察署（上越市） 

      ⑤ 地域福祉フォーラムinたいない アール・ブリュット展（胎内市） 

      ⑥ 新潟市委託事業「アート×コミュニケーション」（新潟市） 

 

 2-5 高齢福祉事業と障害・児童福祉事業の更なる融合 

   ① 事業部間職員異動実績 

      → 平成28年度異動者  ４人 

       平成29年度異動者 １９人 

異 動 前 異 動 後 人数 摘 要 

法人本部 りとるらいふ １人 栄養士異動 

サンクス米山 法人本部 １人  

サンクス柿崎 りとるらいふ １人  

サンクス柿崎 みんなでいきる相談センター ４人 定期人事異動 

サンクスレルヒの森 りとるらいふ １人  

りとるらいふ サンクス柿崎 １人  

りとるらいふ サンクス米山 ２人  

りとるらいふ みんなでいきる相談センター ２人  

若竹寮 りとるらいふ １人  

若竹寮 サンクスレルヒの森 １人 定期人事異動 

若竹寮 りとるらいふ ４人 定期人事異動 
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2-6 「働きがいのある職場への実現」への取り組みを実施 

     ① 契約職員制度の廃止（H29.10.より実施） 

      目的：安定した雇用環境の創出及び家庭事情等に配慮した雇用機会の確保 

       ⅰ 常勤職員における有期雇用の廃止 

       ⅱ １～３種の職階設定とする 

       ⅲ 月額給与・・・処遇差なし 

         賞  与・・・処遇差あり 

 

    ② 定年退職の定年延長（H30.3理事会にて承認 H30.4より実施） 

      目的：６０才以上労働者の労働力確保を行い、より安定した職場を実現 

 改定前 改定後 

定 年 年 齢 ６０才 ６５才 

定年退職日  誕生日後の直近２０日 誕生日の年度末３月２０日 

定年後再雇用 ６５才まで ７０才まで 

            

 

 2-7 優秀な人材確保に向けた採用活動への取り組み。 

   ① 平成30年度入職新卒職員採用者数 

最 終 学 歴 採用数 配 属 部 署 

大 学 卒 4人  高齢福祉事業部 3人  

短 大 専 門 卒 2人   障害福祉事業部 2人  

高 卒 1人  児童福祉事業部 2人  

計 7人  7人 

      ※ 上記採用者数の内訳(重複あり) 

①県外大・短大卒数（3人） ②上越市外出身者数（2人）  

③福祉系大卒（3人）    ④福祉系短大専門卒（2人） 

 

② 新卒入職職員へのフォローアップ研修の実施 

      目的：１年目の目標の明確化及びフォロー実施することによる離職防止 

      日程：①H29.5.12 ②H29.7.14 ③H29.10.6 ④H30.3.2 
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３．法人の概要 

3-1 事業所の概要 

事業部 事業所名 サービス名 定 員 管理者 開設年月 

高齢福祉 

事業部 

「サンクス」 

介護老人保健施設 

サンクス米山 

①介護老人保健施設 

②通所リハビリテーション 

100名 

30名 
原田 雷太郎 H15.9 

サンクス柿崎 

①短期入所生活介護 

②通所介護 

③居宅介護支援 

40名 

20名 小山 智彦 H25.4 

特別養護老人ホーム 

サンクスレルヒの森 
①指介護老人福祉施設 100名 塚田 光知子 H27.6 

障害福祉 

事業部 

「りとるらいふ」 

りとるの家 

①生活介護「きら」 20名 丸田 明久 

H22.4 ②特定計画相談支援「らく」 

③障害児相談支援「らく」 

 
江部 健幸 

りとるの家はなれ 

①放課後等デイサービス「ららん」 10名 片桐 友紀 

H24.5 
②短期入所「ぷあん」 

③上越市安心生活支援事業 

 （コールセンター） 

 

4名 松田 清司 

にこ ①放課後等デイサービス「にこ」 10名 片桐 友紀 H27.6 

しゃぼん玉クラブ ①高田西小学校放課後児童クラブ 75名 片桐 友紀  

児童福祉

事業部 

児童養護施設 

若竹寮 
①児童養護施設 56名 太田 邦夫 H29.4 

地域生活 

支援部 

みんなでいきる 

相談センター 
①みんなでいきる包括支援ｾﾝﾀｰ  江部 健幸 

H30.4 

開 始 
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3-2 施設職員数の推移 

年 度 

拠 点 名 
平成27年度末 平成28年度末 平成29年度末 増 減 

サンクス米山 

○正 70人  65人  78人   13人  

○他 27人  34人  24人  △ 10人  

計 97人  99人  102人   3人  

サンクス柿崎 

○正 29人   29人  32人  3人  

○他 12人  17人  12人  △ 5人  

計 41人  46人  44人  △ 2人  

サンクスレルヒの森 

○正 54人  53人  57人  4人  

○他 19人  24人  14人  △ 10人  

計 73人  77人  71人  △ 6人  

りとるらいふ 

○正 21人  25人  37人  12人  

○他 34人  36人  23人  △ 13人  

計 55人  61人  60人  △ 1人  

若竹寮 

○正  12人  26人  14人  

○他   10人  10人  

計 0人  12人  36人  24人  

法人本部 ○正 7人  9人  9人  0人  

総   計 273人  304人  322人  18人  

○正正職員 ○他契約職員・パート・アルバイト 

 

3-3 財産債務及び損益の状況の推移 

 (1) 財産債務の推移                       (単位：千円) 

事業年度 

項 目 

平成27年度 

H28.3.31現在 

平成28年度 

H29.3.31現在 

平成29年度 

H30.3.31現在 
増 減 

流動資産 457,442  481,122  565,192  84,070  

固定資産     

 基本財産 2,464,651  2,378,641  2,430,194  51,553  

 その他の固定資産 228,133  219,013  219,013  0  

資産の部 計 3,150,226  3,078,777  3,267,347  188,570  

流動負債 229,705  282,482  339,700  57,218  

固定負債 2,136,065  1,986,892  2,013,975  27,083  
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負債の部 計 2,365,771  2,269,374  2,353,676  84,302  

純資産の部 計 784,455  809,402   913,671  104,269  

(2) 損益の推移 

事業年度 

項 目 
平成27年度 平成28年度 平成29年度 増 減 

サービス活動収益 1,161,388  1,452,648  1,652,484  199,836  

人 件 費 810,430  879,473  1,020,185  140,712  

 事 業 費 155,957  162,510  218,433  55,923  

 事 務 費 216,236  237,777  251,807  14,030  

 減 価 償 却 費 88,766  97,357  97,828  471  

 そ の 他 8,606  9,419  7,804  △ 1,615  

サービス活動費用 1,279,997  1,386,537  1,596,057  209,520  

サービス活動増減差額 △ 118,609  66,110  56,426  △ 9,684  

サービス活動外収益 3,250  4,494  5,462  968  

サービス活動外費用 20,043  18,353  17,608  △ 745  

経常活動増減差額 △ 135,401  52,251  44,280  △ 7,971  

 

3-4 会議の開催状況 

(1) 理事会（定数7人）           (2)評議員会（定数8人） 

回 数 開 催 年 月 日 
出 席 

理事数 

 

回 数 開 催 年 月 日 
出 席 

評議員数 

第1回 平成29年5月15日 6名 第1回 平成29年5月29日 5名 

第2回 平成29年5月29日 6名    

第3回 平成29年8月2日 6名    

第4回 平成29年8月21日 7名    

第5回 平成29年11月30日 6名    

第6回 平成30年3月26日 6名    

3-5 監査の状況 

（1） 法人監事による監査 

    ① 実施日時：平成29年5月11日  

    ② 場  所：法人本部 

    ③ 監査項目：会議開催状況、決算、資産・負債残高照合 

    ④ 監査所見：特になし 


